
※★：重点施策

（1）生涯を通じてスポーツを楽しむ機会の創出

（2）ライフステージに応じたスポーツライフの形成

（1）気軽にできるスポーツの普及促進

（2）ステップアップできる機会の創出

（1）既存の施設や場の活用

（2）人的資源の活用

（3）現行プログラムを活かした工夫

（1）スポーツを通した健やかな成長

（2）スポーツによる地域の活性化

※基本方針を支える実現化方策

（1）市民ニーズの的確な把握・整理

（2）スポーツの魅力を伝える情報提供

（1）横断的な連携

（2）安心してスポーツを楽しむための支援

③スポーツ施設の適切な管理・運営

②市役所内のネットワークづくり

③市、振興事業団、体協、関係機関等の連携　★10

①スポーツ教室・人材の派遣制度の充実

②スポーツ障害の予防・安全対策

①市民ニーズに応じた情報の整理・発信

②誰にでも分かりやすい情報提供　★9

③市民どうしでの情報交換の仕組みづくり

①市民による自主的な取組の促進

②地域とのつながり・一体感の形成　★8

③安全・安心で元気な地域づくり

①市民ニーズの把握

②市民が有するスポーツ情報の収集・整理

①スポーツのもつ魅力の発見　★7

②スポーツを通じた社会性の形成

③仲間づくりの促進

①スポーツによる地域の魅力づくり

②地域におけるスポーツの担い手づくりの充実　★5

③スポーツ功労者の表彰制度の創設

①スポーツ振興の視点からの把握と整理

②様々な分野を組み合わせた機会等の充実　★6

①身近な公園などの活用　★4

②スポーツ関連施設の活用

③地域の学校・民間企業等と連携

①教えることから始めるスポーツの促進

①一人でもできるスポーツの促進

②自宅でできるスポーツの促進　★3

①ステップアップするためのプログラム

②一人多種目スポーツの推進

①子どもが親しめるプログラム等の充実　★2

②若者から社会人向けのプログラム等の拡充　

③中高年向けのプログラム等の充実

④高齢者向けのプログラム等の充実

１　情報提供の充実　

２　連携づくり

　  【伝える】

   【支える】

Ｐ.67～Ｐ.72

　【活かす】

４　ライフスタイルの構築

実現化方策

　

   【育　む】

策施本基方え考の策施

１　きっかけづくりの充実
①観るスポーツ・アスリートにふれる機会の拡充

②スポーツのある風景づくり

③家族・親子で楽しめるスポーツの促進

④誰もが楽しめる機会の充実　★1

　【広げる】

基本方針

２　継続するための取組

Ｐ.73～Ｐ.79

Ｐ.25～Ｐ.41

Ｐ.42～Ｐ.48

Ｐ.49～Ｐ.57

Ｐ.58～Ｐ.64

　【つなぐ】

３　既存資源の有効活用　



●住民の高い意識レベルでの

地域づくりが活発

●スポーツのある風景

●選手も指導者も勝敗にこだわらずにスポ

ーツを楽しんでいる雰囲気

●余裕のある体力づくりをしている

●市内には、運動につながる魅力的な取組

が多い

●野外活動が盛んなイメージ

●歩いて回れるコンパクトなまち

●都市的な魅力と自然環境のバランスが

とれているまち

●自転車で回れるまち

●高低差のない地形、フラットなまち

●武蔵野中央公園、井の頭公園、小金井公

園、善福寺公園が近くにある。身近な地

域にも公園がある

●みどりが豊かなイメージ

●市民参加が活発

●市民意識、感度が高い

●市民の自主的な活動を育てていくこと

のできるまち

●女性や高齢者が元気なまち

●学生が多いまち

●成熟している市民

●市民の生活が豊かなイメージ

●新しいことにチャレンジするまち

●地域ごとにまとまりがあるまち

●文化、音楽があるまち

●身近なところにコミュニティ

センターがある

市民意識が

多様なイメージ

地域ごとに

まとまりのある

まち

歩きや自転車で

楽しく回る

ことのできる

まち

【人】

【地域】

【自然】

【スポーツ】

スポーツを

楽しみ、いろいろ

なスポーツができ

るまち

質の高い

多様性のある

まち

““質質のの高高いい多多様様性性ののああるるままちち””

ととはは？？

◆◆様様々々なな人人ががそそれれぞぞれれののラライイ

フフススタタイイルルをを楽楽ししんんででいいるる

◆◆都都市市基基盤盤がが整整備備さされれたた豊豊かか

ななままちちででああるる

◆◆賑賑わわいいののああるる商商店店街街やや

閑閑静静なな住住宅宅地地ののああるるおおししゃゃ

れれななままちちででああるる

◆◆様様々々ななススポポーーツツをを気気軽軽にに楽楽

ししむむここととががででききるる

１１  ききっっかかけけづづくくりりのの充充実実  

  【【広広げげるる】】

２２  継継続続すするるたためめのの取取組組  

 【【つつななぐぐ】】

３３  既既存存資資源源のの有有効効活活用用  

 【【活活かかすす】】

４４  ラライイフフススタタイイルルのの構構築築  

 【【育育 むむ】】

生活や 

年代に応じた機会 

気軽に続けられる機会や 

ステップアップの機会

「施設・場」、「人」、 

「施策」の組み合せ

結実させたい成果や 

期待できる効果

基本方針 

１１  情情報報提提供供のの充充実実  

  【【伝伝ええるる】】

２２  連連携携づづくくりり  

 【【支支ええるる】】

市民ニーズの把握 ⇒ 情報内容・伝達方

法の充実 ⇒ 市民どうしの情報交換 
横断的な連携・安心・普及啓発

実 現 化 方 策 

支支ええ、、実実現現化化すするる  


